












目的 

自閉症は生後極めて早期に発症し、言語認知機能や対人関係に重篤な障害をひき起こす。

そのため、できる限り早期に発見し、早期に医学的、教育的、心理的治療などを行なうこ

とが望まれている。今回、自閉症の早期診断の一助とするため、自閉症児の 2歳までの早

期徴候を調べ、精神薄弱児及び正常児との差異を検討したので報告する。また、これらの

早期徴候と関連して、近年生後早期に折れ線型経過をたどる自閉症児が報告され、予後と

の関連性などから注目されている。そこで、同じ自閉症児を対象として、病歴の中の折れ

線経過の有無を調べ、その後の発達、病像、適応状況、予後などとの関連性も調べたので

併せて報告する。 


